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取 組 事 例 名 『構成的グループエンカウンター』 

取 組 の ね ら い『キーワード だれでもできる人間関係づくり』 

構成的グループエンカウンターは，ねらいをよく理解すれば，初心者の先生でもどの先生でも十分行うこと

ができます。学級での人間関係が，自己理解・他者理解・自己受容・感受性の促進・自己主張・信頼体験と高

まっていくように用意されており，クラスの実態に合わせて選んだり，つくりかえたりすることができます。

そして，人間関係づくりに有効な活動です。 

本校の実態として，経験が浅い教諭が増えてきており，学級内でのトラブルが増加傾向にあるという課題が

あります。そこで，どの学級においても円滑な人間関係づくりができるようにし，学級間格差をすくなくして

いくことをねらいとしてこの構成的グループエンカウンターに取り組んでいきました。 

取組の具体的内容『キーワード 月に１回以上の構成的グループエンカウンター』 

 

２学期の構成的グループエンカウンター計画 

 １  年 ２  年 ３  年 

９月 ○○とじゃんけん じゃんけんインタビュー この指とまれ 

１０月 どきどきをかんじよう この指とまれ この指とまれ 

１１月 いまどっちむいてるの？ 何をえらびますか じゃんけんインタビュー 

１２月 テレパシーをキャッチ 何をえらびますか ホメホメクラブ 

 

 ４  年 ５  年 ６  年 

９月 じゃんけんインタビュー じゃんけんインタビュー 連想ゲーム 

１０月 なんでもバスケット じゃんけんインタビュー 聴く聴かない 

１１月 きみはどっち ブラインド・デート 何をえらびますか 

１２月 いいとこさがし 何をえらびますか みんなでリフレ―ミング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏休みに，学年・学級の実態に応じて計画を立て，月初めの学級活動の授業の半分を使って実施しま

した。内容については，児童の変容や実態に応じて計画をしましたが，まずは，どの学級も児童の自己

理解・他者理解・自己受容を目的に計画しました。また，回数についても月に１回は行うこととしまし

たが，多くの学年で１回以上行いました。児童からの要望も多々ありました。 
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取組の課題・創意工夫『キーワード 組織的に定期的に』 

月に１回，確実に構成的グループエンカウンターを実施できるように，実施前に学年主任が学年全体

に声をかけ，実施後には，学年会で実施報告を行いました。さらに，学年会でまとめた報告を学校経営

会議で情報交流し，組織的で定期的な取組にしました。 

取組の成果（効果）『キーワード 学級間格差の減少』 

アセス（学校環境適応感の測定）と１学期の結果と２学期の結果を比較してみると，向社会的スキル

（友達の援助や友達との関係をつくるスキルをもっていると感じている程度）の数値は，５６．１ポイ

ントから５６．７ポイントに上昇しました。また，教師サポート（担任との関係が良好だと感じている

程度）の学級間格差は１４．５ポイントから１２．５ポイントへ，非侵害的関係（拒否的・否定的な友

だち関係がないと感じている程度）の学級間格差は１８．３ポイントから１６ポイントへ減少しました。

数値的にも，学級間の格差が少なくなっていることが分かります。 

各学年からの実施報告 

〈１年〉自分との違いや共通点を見つけている。友達が優しくしてくれたのでうれしかった。友達の

温かさを感じた。楽しんでいる。 

〈２年〉あまり話したことのない友達と話すことができた。とても喜んで楽しんで行っている。次回

は，今までとちがうエンカウンターをしたい。 

〈３年〉意外な事実が分かって，また，したいという意見が出た。３年生全体でもしてほしいという

希望がある。 

〈４年〉ルールを守って楽しんで行った。行ったことを生活に生かしていきたい。 

〈５年〉人間関係づくりができた。友達のことを深く知り，友達との共通点を知ることができた。 

〈６年〉話していても，認めてもらえる安心感があるので，楽しんで行っている。たくさんの人とか

かわれて楽しかったようだ。同じものを選んでも理由がちがうことに気付いていた。常に笑

顔で行っていた。 

今 後 の 展 開『キーワード 研修』 

 さらなる学級間の格差を減少させるために，グループエンカウンターの実践交流を行います。さらに，

アセスの結果が１学期よりさらに上昇したクラスや児童の反応や保護者の反応がとても良かったクラス

について実践事例を具体的に紹介するなど，より実践的な研修を行います。 

他校へのアドバイス『キーワード 涵養』 

 即効性のあるものではないですが，水が自然に染み込むように，無理をしないでゆっくりと繰り返し

行うことで効果が表れてくると考えています。ねらいをよく理解して粘り強く楽しんで行うことをおす

すめします。 

 


